
自力避難困難者用避難救出資器材の開発について

一車椅子用避難器具の開発(第 2報) ー

Development of a evacuating instrument for persons having difficulties in escaping by them-

selves. 

- Development of evacuating instrument for persons who sit on wheelchair (Series 2) ー
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概要

自力による避難が困難な人達を車椅子に乗せたまま垂直避難させる車椅子用避難器具の 2号機を製作し，

その性能実験を行った。

1.車椅子用避難器具は自力避難が困難な人に有効な資機材である。

2. 1基のパケットと錘が重力で交互に昇降するもので，電源等は使用していない。

3. 2階あるいは 3階からも容易に避難できる資機材である。

4.降下速度は緩降機の技術上の規格を定める省令の範囲内にある。

We have developped the second evacuating instrument for persons in wheelchair having diffi-

cuJties in escaping by themselves. 

The results of experiments are. 

1. It is effective method to evacuate a person in wheelchair by using this instrument. 

2. The bucket descends and ascends alternatively Iike a well by its own weight. 

3. We can evacuate patients in wheelchair easily from upstairs by using this instrument. 

4. The decending speed is within the Iimit of the ordinance which establish a technical standard of 

a slow decender in ]apan 

l はじめに

老人福祉施設や老人ホーム等(以下「施設等」

という。)に設置する避難器具として，消防法令

上，建物の階数，収容人員により滑り台，避難は

しご，救助袋等が義務付けられている。

しかし，これら施設等に収容されている人達は

身体が不自由で，日常，車椅子などを利用して生

活しているのが現状であり，火災が発生した場合，

避難器具を使い容易に避難することは難しい。

そこで，これら施設等で身体の不自由な人など

を効率的に避難させる機材として平成 2年度から

開発を進めている車椅子用避難器具の l号機を改
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良し複数の階からも容易に避難できる 2号機(以

下「装置」という。)を製作した。(消防科学研究

所報第 28号参照)

2 号機の問題点等

1号機は 2基のパケットそれぞれに 2本のワ

イヤーロープが取付けられ本はプーリーのみ

を介してパケットに固定，また，他の l本はプー

リー，調速器等を介してパケ ット相互を経て支点

で固定していたため，次の問題点が生じた。

(1) 調速器に取り付けたワイヤーロープの一方は

必ずフリーの状態で操作しないと作動できない

構造である。従って，プーリーのみを介したワ

イヤーロープは調速器を介したものより絶えず

強く展張し，フリーに近い状況にしておく必要

がある。
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しかし，ワイヤーロープは経年変化等により

伸びが生じ，プーリーを介したワイヤーロープ

と調速器等を介したワイヤーロープの展張が等

しくなると昇降しなし'0

(2) パケットが複数の階に容易に停止することは

難しい。

以上，これらの点を改良するため，次のとおり

2号機を製作したものである。

3 装置の概要

この装置は 2階あるいは 3階のベランダ等から

車椅子に乗った人を地上に降下させるもので，調

速器取付け枠に設けた調速器等を介してワイヤー

ロープ(径 5mm) に吊り下げられた l台のパケッ

トと錘が重力で、交互に昇降するものである。

図 l 車椅子用避難器具

4 装置の仕様

仕様の主な内容は次のとおりである。

(1) 炎筒は，パケット支持枠，パケット，調速器

取付け枠等で構成されている。(写真 1，図1)

(2) パケット支持枠は，縦さん 5cmX5cI11の L型

鉄骨 4本に横さんを 4ヵ所設け，床面及びベラ

ンダのみにアンカーボルトで同定している。(写

真1)

(3) パケットが上昇する際，調速器のワイヤー

ロープはリターンスプリングの働きで，巻き込

まれていくものである。(写真 2) 

(4) パケットはベランダ側及びその対面にロック

機構付の開閉扉を設け，対面側の扉が聞いてい

るときベランダ側の扉は開かない構造である。

(5) ベランダより車椅子の乗り移り中にパケット

が降下しないように，パケット・ストッパーを

設けている。(写真 4) 
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写真 1 装置全景

写真 2 パケット及び調速機等

写真3 降下中のパケットの状況
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(6) パケット及び鍾が床面に着地したとき，衝懇

を吸収するため，それぞれの下部 4ヵ所に吸収

装置を設けている(写真 3. 5) 

(7) ワイヤーロープは荷重等で伸びが生じたとき

調整するため手動ウインチを設けている。(写真

1. 2) 

(8) パケットは 2本のツイヤーロー プで固定与れ

ている。 l本はパケット，プーリーを介して降

下速度を調整する調速器に，また.他の l本は

パケット，プーリー，鍾を介して調速器取付枠

に固定されている。(図 2.写真7)

(9) パケットが容易に昇降できるようにするため，

パケットの 4隅にそれぞれ 2ヶ所づっ，合計8

個のコーナーガイドローラーを取り付けた。(写

真 6) 

00) 調速機は，パケットに積載する荷重の多少で

歯車の回転数が変わり，歯車の回転数が増すと，

振子に設けたプレーキシューは，遠心力により，

カバーの内側面と接触して回転数を抑え，降下

速度が最大で1.5m/s以下とする遠心プレーキ

方式を採用した。(図 3) 

5 実験項目

2号機の性能を確認し，実用機開発の基礎資料

とするため，次の項目の実験を行う。

(1) パケット，スト ッパ一等の操作性の確認

(2) パケットが着地したときの衝撃加速度

(3) 降下速度

(4) 最小作動積載荷重

6 実験資器材

(1) 測定機器

ア電磁オシログラフ 三栄工業 FR-1N

イ 動歪み計共和電業 DDM-1M

ウ 加速度変換器 (lOG用)共和電業 AS-1

エ 50kg f用荷重変換器共和電業LU-lOOKE

オ ペンレコーダー 東亜電業 3ぺン用

カ ストップウォッチ

(2) 積載荷重 25. 48. 60. 80. 100. 120 kg 

(3) 車椅子(大きさ1050x 630 x 870mm，重量18kg)

l台
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写n~ パケッ トストッパーのぬ作歌混
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(l) パケット。ストッパ一等の操作性の確認

積載荷重を変えた車椅子をパケ ットに乗せ，

降下するときのパケット 。ス トッパーや 2階停

止用ストッパー操作の難易を確認する。

(2i パケットが降下し，地上に着地したときの衝

撃加速度の確認

積載荷重を変えた車祷子で9 パケットが降下

し，地上に着地したときの衝撃加速度を，加速

度変換器及ぴ動歪み計を介して9 電磁オシログ

ラフで記録する。

(3) 降下時間

積載荷重を変支 7ご車椅子をパケッ トに乗せョ

パケット 。ストッパー解除から地上に着地する

までの時間をストップウォ ッチで計測する。

(4) 最小作動積載荷量

パケ ット に徐々に荷重を載せていき，降下し

始めるときの積載荷重を確認する。

8 実験結果忍び場一

(l) バケット。ストッパ一等の操作性の確認

2階のパケット固定ストッパ を解除する力

は，約:2kgfでみる。また 3階のパケット停

止ストッパーを解除するカは積載荷重伺kgで約

B抱 f， 積載荷重120kgで約17k.gfである。

調理における衝撃加速度及び降下遠慮

むel荷 涯 {匂 u) 
鈎 ヨ者

25(43) 41 UilJ) 60 (18) 80(98) 100(118) 120 (138) 

i. 11耳目 15. "1 iS.5 H.9 9.2 7. 5 6.7 ( )♀内184孟窓E会電子
のllHlhBh置を む

2悶罰 Hi.I 15. 6 ll. 8 s. 8 7. S 官.7
~;， τ 隠 i混 '. 65・

3園田 l5.11 15.5 11. 9 9. 1 '(. 6 6. 3 

平 f毎 15. B Ui.5 H.Jl 9.0 1.6 S.7 

1闘 闘 IU n.5 O. 8 1.s 

2鴎 関 0.3 0.5 O. 9 1.7. 1.3 1.6 

3!1i豊田 。.3 0.5 O. B 1.6 

平 1$& 0.3 ~U 0.8 1.2 1.3 1.6 

平 均 仏 29 C. 311 0.39 0.51 に lil O. 69 
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9 結論

(1)非力な介護者でも 2階あるいは 3階からも

」 容易に操作でき，避難させる機材として有効で

， 
庫、

写真6 パケット支持枠及びコーナーガイド口一

フー

写真 7 3階停止中のパケットの状況

(2) パケットが降下し，地上に着地したときの衝

撃加速度の確認

パケットが降下し，地上に着地したとき受け

る衝撃加速度は表 1に示すとおりであり，車椅

子に積載荷重120kgを載せても 2G以下である。

衝撃加速度が人体に及ぽす影響については資

料(消防科学研究所報第28号)に示すように，

2G以下の衝撃加速度では体感でもほとんど

ショックが感じられず，着地時の安全性が認め

られる。

(3) 降下速度

降下速度は表 1に示すとおりであり，緩降機

の技術上の規格を定める省令(昭和40年 1月12

日，自治省令第 4号。以下「省令」という。)

で定める降下速度 (0.16m/s ~1. 5m/ s)の範

囲内である。

(4) 最小作動積載荷重

パケットを円滑に降下させるためには，少な

くとも約22kgの積載荷重が必要である。

(76) 

ある。

(2) 降下速度は，積載荷重によって異なるが，省

令の数値範囲内にある。

(3) パケットで地上に着地したとき，身体へ影響

を与えるような衝撃加速度は認められない。

(4)今後，次の改良を進める必要がある。

ア パケットは軽量化する。

イ パケットの開閉扉の開聞から地上に避難す

るまで装置に要する操作数を少なくし，かつ，

確実に操作できるものとする。

ウ パケットの停止位置はベランダ面と同一面

上にし，乗り降りがスムーズになるようにする。

エ 鍾の形状，取付方法及び取付位置を検討し，

意匠的に整える。

オ 平常時，荷物なども持ち上げられるなど多

目的に使用が可能なものとする。

カ パケット支持枠を検討し，意匠的に箆える。

キ 中層階にも対応できるものとする。
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